
事業者の皆さまへ 

新型コロナウイルス感染症 感染拡大防止のご協力のお願い 

新潟市長  中原 八一 

現在、国内で感染者が急増している新型コロナウイルス感染症について国・県・市の感染拡

大防止対策により、様々な活動が停滞しており、市内中小企業の事業者の皆さまには、経営や

雇用の維持において大変なご苦労とご心配をおかけしております。 

本市ではこれまで感染拡大防止対策として、市施設の休止休館や県外から来られる方への啓

発、市民への不要不急な外出の自粛を呼びかけるなど対応を行っているところですが、この難

局を乗り切るには、さらなる自粛が必要であり、それには皆さまのご理解とご協力が不可欠で

す。この感染拡大を一日でも早く収束させることが経済を回復させる一番の近道と考えており

ますので、以下のとおりご協力お願い申し上げます。 

〇会社を守るために、社内から感染者を出さないことが重要です。 

次の 3点の徹底についてご協力をお願いします。 

① 3つの密（密閉・密集・密接）が起こる場所への外出自粛（繁華街の接客を伴うバー、ナイ

トクラブなどの飲食店やカラオケ、ライブハウスの利用者の感染が確認されています。） 

※若い方は罹患していても、自覚症状がなく、行動範囲も広いことから、特に注意が必要 

厚生労働省の調査では、感染者のうち 40 代以下が半数以上を占めていることが判明 

② テレワークや時差出勤の推奨（人との接触機会を減らす） 

③ 社内での 3つの密（密閉・密集・密接）回避の徹底 

Ⅰ 密閉場所：換気の悪い密閉空間 

→回避方法：定期的な換気の実施、換気設備の適切な運転など 

Ⅱ 密集場面：人が密集している空間 

→回避方法：人との距離を手が届く範囲以上確保 

Ⅲ 密接空間：近距離での会話や発声が行われる空間 

→回避方法：声を出す機会を最小限にする、マスク着用の義務化など 
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日本経済新聞 抜粋 

80 90 代死亡率、平均の 6倍超 新型コロナで厚労省 

厚生労働省は 13 日、新型コロナウイルスの年代別の感染者数と死亡者数を初めて公表し 

た。死亡率は 70 代から平均を上回り、80 90 代が平均の 6倍を超えた。一方、感染者数 

は 50 代が 1200 人と最多で、20 40 代の若い世代も同水準だった。 

厚労省の担当者は「全世代が危機感を持って、不要不急の外出自粛、感染が起きやすい 3 

密（密閉・密集・密接）の回避を徹底してほしい」と話している。 

厚労省は 4月 12 日午後 6時時点の感染者の状況をまとめた。 

      （注）「その他」は年齢が非公表、調査中など 

7121 人の感染者のうち、死亡が確認されたのは 1.43%にあたる 102 人。年代別で死亡率 

が最も高かったのは 80 代の 9.57%で、90 代以上の 9.17%、70 代の 5.7%が続いた。それ 

より若い世代では、60 代は 1.11%、50 代は 0.5%、40 代は 0.17%と年代が低くなると死 

亡率も下がった。 

30 代以下に死亡者はいないが、20 代を除いて各世代に 1 5 人、集中治療室（ICU）に入 

るなどの重症者がいた。 

感染者数は 50 代が最多の 1200 人。20 40 代は 1128 1199 人とほぼ同水準だった。 



10未満 2 4.3
20代 8 17.4
30代 12 26.1
40代 6 13.0
50代 8 17.4
60代 5 10.9
70代 3 6.5
80代 2 4.3
合計 46 100.0 46 100
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